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加
藤

　
弘
之

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
幕
末
政
局
と
一
橋
徳
川
家
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
　
本
論
文
は
、
幕
末
政
治
史
上
一
橋
慶
喜
が
注
目
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
権
力

の
基
盤
と
な
っ
た
幕
末
の
一
橋
徳
川
家
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
か
っ
た
こ
と
に
着
目

し
、
御
三
卿
一
橋
徳
川
家
の
邸
臣
団
の
形
成
と
特
徴
、
さ
ら
に
幕
末
に
お
け
る
邸
臣
団
の
変

貌
と
軍
制
改
革
、
草
莽
の
士
の
登
用
・
編
成
を
考
察
し
て
い
る
。
か
つ
幕
末
政
局
に
お
け
る

一
橋
慶
喜
の
権
力
基
盤
に
つ
い
て
そ
の
特
質
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
慶
喜
の
政
治
的
動
向

と
「
一
会
桑
」
の
問
題
に
新
た
な
視
点
を
見
出
し
、
幕
末
政
治
史
研
究
に
お
け
る
通
説
的
理

解
に
問
題
提
起
し
た
論
稿
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
、
序
章
、
第
Ⅰ
編
「
邸
臣
団
の
構
造
と
幕
末
政
局
」
四
章
、
第
Ⅱ
編
「
軍
制
改

革
と
草
莽
の
登
用
」
四
章
、
お
よ
び
終
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
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序
章
で
は
、
「
一
会
桑
」
の
研
究
史
と
そ
の
特
徴
に
触
れ
、
幕
末
京
都
に
お
い
て
朝
廷
の
管

理
や
朝
幕
間
の
媒
介
に
政
治
力
を
持
っ
た
「
一
会
桑
」、
す
な
わ
ち
一
橋
慶
喜
・
会
津
藩
主
松

平
容
保
・
桑
名
藩
主
松
平
定
敬
か
ら
構
成
さ
れ
た
勢
力
に
つ
い
て
、
研
究
が
不
十
分
な
の
は

一
橋
徳
川
家
の
考
察
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
と
論
じ
、
一
橋
徳
川
家
研
究
の
重
要
性
を
主
張

し
て
い
る
。

　
第
Ⅰ
編
第
一
章
「
一
橋
徳
川
家
の
成
立
と
邸
臣
」
は
、
御
三
卿
の
ひ
と
つ
一
橋
徳
川
家
の

成
立
事
情
と
、
邸
臣
が
幕
府
か
ら
付
属
さ
れ
た
「
付
人
」
で
構
成
さ
れ
、
次
第
に
幕
臣
の
「
付

切
」
、
一
橋
家
が
独
自
に
邸
臣
と
す
る
「
抱
入
」
が
増
加
す
る
が
、
上
級
邸
臣
が
「
付
人
」
で

占
め
ら
れ
る
と
い
う
邸
臣
団
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
第
二
章
「
付
人
の
性
格
と
慶
喜
の
側
近
」

は
、
近
世
中
後
期
の
「
付
人
」
の
特
質
を
家
老
・
用
人
を
中
心
に
論
じ
、
ま
た
幕
末
の
当
主

慶
喜
と
用
人
と
の
関
係
を
考
察
し
、
大
名
家
臣
と
は
異
な
る
一
橋
家
邸
臣
の
性
格
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
従
来
の
御
三
卿
研
究
で
は
、
上
級
邸
臣
が
幕
府
か
ら
出
向
し
た
付
人
に
よ
り

占
め
ら
れ
、
当
主
の
邸
政
運
営
に
対
す
る
意
志
を
制
約
す
る
面
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
筆

者
は
、
幕
末
に
慶
喜
の
政
治
行
動
を
支
え
た
側
近
に
付
人
が
多
い
こ
と
に
注
目
し
、
当
主
が
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付
人
に
対
し
て
一
定
の
人
事
権
を
有
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
第
三
章
「
将
軍
後
見
職
辞
表
に
み
る
一
橋
慶
喜
の
政
治
行
動
」
で
は
、
慶
喜
が
文
久
三
年

(
一
八
六
三)

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
四
度
に
わ
た
り
将
軍
後
見
職
の
辞
任
を
朝
廷
に
上

申
し
た
経
緯
を
考
察
し
て
い
る
。
将
軍
家
茂
の
上
洛
と
攘
夷
実
行
を
迫
ら
れ
る
な
か
、
将
軍

後
見
職
と
し
て
江
戸
に
帰
っ
た
慶
喜
は
、
そ
の
回
避
を
目
論
ん
だ
が
、
そ
れ
は
自
ら
数
度
の

辞
表
を
提
出
し
つ
つ
、
攘
夷
不
作
為
の
責
め
を
幕
府
有
司
に
負
わ
せ
る
こ
と
で
、
政
局
の
隘

路
を
切
り
抜
け
よ
う
と
謀
っ
た
も
の
と
推
論
し
て
い
る
。
か
つ
そ
の
過
程
で
、
付
人
出
身
の

側
近
で
あ
る
平
岡
円
四
郎
・
中
根
長
十
郎
が
、
政
局
の
工
作
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
も
言

及
し
て
い
る
。

　
第
四
章
「
幕
末
期
京
都
に
お
け
る
用
談
所
」
で
は
、慶
喜
在
京
中
の
元
治
元
年(

一
八
六
四)

か
ら
慶
応
二
年(

一
八
六
六)

頃
ま
で
、
一
橋
家
で
情
報
収
集
、
諸
藩
士
や
朝
臣
と
の
折
衝
を

担
っ
た
用
談
所
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
用
談
所
の
中
心
で
あ
っ
た
調
方
頭
取
の
川
村
恵

十
郎
は
、
諸
藩
士
や
朝
臣
と
深
く
接
触
す
る
中
で
、
当
時
の
世
論
に
近
い
政
見
を
有
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、当
時
の
用
談
所
は
当
主
慶
喜
に
直
接
上
申
す
る
権
限
が
な
く
、
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側
近
で
あ
る
用
人
層
に
阻
ま
れ
、
周
旋
活
動
の
成
果
を
慶
喜
の
政
治
行
動
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
ず
、
用
人
層
に
権
力
が
集
中
し
や
す
い
一
橋
徳
川
家
の
邸
政
構
造
が
、
用
談
所
の

活
動
を
抑
圧
す
る
側
面
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
第
Ⅱ
編
第
五
章
「
軍
制
改
革
以
前
の
軍
制
」
で
は
、
幕
末
の
軍
制
改
革
開
始
前
、
文
久
三

年
頃
の
軍
制
を
中
心
と
し
た
邸
臣
団
の
構
造
を
概
観
し
て
い
る
。
御
三
卿
一
橋
家
は
、
大
名

と
異
な
り
軍
役
の
負
担
は
な
か
っ
た
が
、
幕
末
期
に
は
既
存
の
邸
臣
を
編
成
し
て
出
陣
に
備

え
る
必
要
が
出
て
軍
制
が
整
え
ら
れ
た
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、
①
足
軽
層
の
絶
対
数
が
少
な

い
こ
と
、
②
士
分
の
禄
高
が
低
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
特
徴
の
①
が
、
そ

の
後
の
領
知
か
ら
の
大
量
の
歩
兵
徴
発
に
つ
な
が
る
条
件
と
な
り
、
②
が
近
代
的
軍
制
の
も

と
で
士
官
に
再
編
成
し
や
す
い
階
層
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
次
章
で
検
討
す
る
軍
制
改

革
へ
の
前
提
を
提
示
し
て
い
る
。

　
第
六
章
「
軍
事
編
成
と
夫
人
・
歩
兵
の
徴
発
」
は
、
歩
兵
の
徴
発
と
鉄
砲
組
・
大
砲
組
へ

の
編
成
を
中
心
と
し
た
軍
制
改
革
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
文
久
・
元
治
期
の
京
都

に
お
け
る
一
橋
家
は
、
幕
府
の
陸
軍
等
か
ら
附
属
さ
れ
た
兵
力
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
が
、
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幕
府
に
お
け
る
兵
賦
徴
発
と
同
様
に
、
関
東
の
領
知
か
ら
の
大
規
模
な
兵
卒
徴
発
を
実
施
し

た
。
そ
れ
は
局
地
的
に
は
、
徴
発
に
対
す
る
忌
避
や
身
分
制
と
の
撞
着
を
生
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
の
、
概
ね
順
調
に
実
施
さ
れ
、
慶
喜
の
直
属
軍
事
力
強
化
に
貢
献
し
た
と
結
論
づ
け

て
い
る
。
一
方
、
賦
役
的
性
格
に
基
づ
く
領
民
の
徴
発
の
み
な
ら
ず
、
在
野
の
有
志
の
登
用

も
平
行
し
て
実
施
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
渋
沢
篤
太
夫(

栄
一)

お
よ
び
彼
が
徴

募
し
た
有
志
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
七
章
「
元
治
元
年
関
東
領
知
に
お
け
る
有
志
徴
募
」
は
、
渋
沢
に
よ
る
有
志
の
徴
募
の

過
程
を
検
討
し
、
彼
ら
の
多
く
が
攘
夷
実
行
の
旗
手
と
し
て
の
慶
喜
に
、
大
き
な
期
待
を
寄

せ
る
草
莽
の
志
士
と
も
い
う
べ
き
者
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
八
章
「
一
橋
徳
川
家
の
草
莽
登
用
と
彰
義
隊
の
結
成
」
は
、
幕
府
瓦
解
の
の
ち
彰
義
隊
結

成
の
中
核
と
な
っ
た
の
は
元
一
橋
家
邸
臣
で
あ
る
こ
と
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
従

来
か
ら
の
一
橋
家
邸
臣
で
は
な
く
、
多
く
は
文
久
～
慶
応
期
に
新
規
に
登
用
さ
れ
た
草
莽
の

者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
か
つ
彰
義
隊
が
、
一
橋
徳
川
家
を
媒
介
と
し
て

成
立
し
た
草
莽
集
団
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
有
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
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終
章
で
は
、
幕
末
期
の
一
橋
邸
政
は
、
独
裁
型
当
主
に
適
応
し
た
機
構
で
あ
り
慶
喜
の
政

治
行
動
を
忠
実
に
支
え
て
い
た
こ
と
、
長
州
戦
争
に
お
い
て
強
力
な
武
器
と
な
る
直
属
軍
事

力
の
確
立
に
成
功
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
幕
末
期
の
一
橋
徳
川
家
を
、
一
橋
慶
喜
の
有
力
な

権
力
基
盤
た
り
え
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
課
題
と
し
て
、
第
一
に
一
会
桑
権
力

論
の
再
定
義
、
第
二
に
慶
喜
の
宗
家
相
続
後
の
政
治
行
動
の
解
明
、
第
三
に
一
橋
徳
川
家
の

有
志
徴
募
を
徳
川
方
権
力
と
草
莽
集
団
と
の
関
係
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
、
第
四
に
、

慶
喜
の
持
つ
特
異
な
権
威
に
つ
い
て
の
考
察
を
挙
げ
、
そ
れ
が
幕
末
政
局
に
如
何
な
る
影
響

を
与
え
た
の
か
明
ら
か
に
し
た
い
と
論
じ
、
今
後
の
研
究
へ
の
展
望
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
幕
末
維
新
研
究
に
お
け
る
幕
府
お
よ
び
佐
幕
派
諸
勢
力
の
研
究
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
後

か
ら
次
第
に
増
え
て
い
き
再
評
価
が
進
ん
だ
。
こ
の
な
か
で
脚
光
を
浴
び
て
き
た
の
が
、「
一

会
桑
」
と
い
わ
れ
た
一
橋
慶
喜
・
会
津
藩
主
松
平
容
保
・
桑
名
藩
主
松
平
定
敬
が
集
合
し
た

11　加藤弘之先生.indd   6 2021/02/03   17:18:30



－ 7 － － 6 －

勢
力
で
あ
り
、
京
都
に
お
け
る
幕
府
勢
力
を
代
表
し
、
朝
廷
と
幕
府
と
の
結
合
を
媒
介
す
る

政
治
勢
力
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
研
究
は
、
一
会
桑
を
政
治
的
に
主
導
し
た
の
が
一

橋
慶
喜
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
軍
事
力
は
会
津
・
桑
名
藩
に
依
存
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
そ
れ

を
支
え
た
機
構
と
し
て
会
津
藩
公
用
方
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
橋
慶
喜
を
支

え
た
一
橋
徳
川
家
の
権
力
基
盤
や
機
構
、
軍
事
体
制
な
ど
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
着
手
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　
本
論
文
の
筆
者
は
、
幕
末
政
局
の
中
で
一
橋
慶
喜
を
支
え
た
一
橋
徳
川
家
の
御
三
卿
と
し

て
の
特
殊
な
邸
臣
機
構
、
さ
ら
に
一
橋
徳
川
家
が
軍
制
改
革
を
行
い
、
軍
事
力
を
強
大
に
し

た
こ
と
が
、
慶
喜
の
政
治
的
行
動
の
基
盤
と
な
っ
た
と
考
え
、
一
橋
徳
川
家
の
邸
臣
団
の
特

徴
と
幕
末
の
機
構
、
軍
事
編
成
を
検
討
し
、
併
せ
て
機
構
や
軍
事
編
成
の
中
で
登
用
さ
れ
た

草
莽
の
士
に
着
目
し
て
い
る
。

　
序
章
で
は
、
「
一
会
桑
」
の
研
究
史
と
そ
の
特
徴
に
触
れ
、
研
究
が
不
十
分
な
の
は
一
橋
徳

川
家
の
考
察
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
と
論
じ
、
一
橋
徳
川
家
研
究
の
重
要
性
を
問
題
提
起
し

て
お
り
、
首
肯
で
き
る
意
見
で
あ
る
。

11　加藤弘之先生.indd   7 2021/02/03   17:18:30



－ 9 － － 8 －

　
第
Ⅰ
編
の
う
ち
第
一
章
で
は
、
一
橋
徳
川
家
の
成
立
事
情
と
、
上
層
の
邸
臣
が
幕
府
か
ら

付
属
さ
れ
た
「
付
人
」
で
占
め
ら
れ
る
と
い
う
邸
臣
団
の
特
徴
を
論
じ
、
第
二
章
で
は
、
近

世
中
後
期
の
「
付
人
」
の
特
質
を
家
老
・
用
人
を
中
心
に
論
じ
、
ま
た
幕
末
の
当
主
慶
喜
と

用
人
と
の
関
係
を
考
察
し
て
、
従
来
の
御
三
卿
研
究
に
お
い
て
幕
府
か
ら
の
干
渉
に
よ
っ
て

上
層
の
邸
臣
が
送
り
込
ま
れ
、
当
主
の
意
志
を
制
約
し
た
と
い
う
通
説
を
批
判
し
て
い
る
。

興
味
深
い
指
摘
で
は
あ
る
が
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
子
で
あ
る
初
代
宗
尹
、
一
一
代
将
軍
家
斉

の
実
父
で
あ
る
二
代
治
済
、
幕
末
に
将
軍
後
見
職
と
な
っ
た
慶
喜
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
政
治
的
状
況
を
考
察
に
加
え
な
が
ら
、
一
橋
徳
川
家
と
幕
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
画
期

を
策
定
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
第
三
章
で
は
、
慶
喜
が
文
久
三
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
四
度
に
わ
た
り
将
軍
後
見

職
の
辞
任
を
朝
廷
に
上
申
し
た
経
緯
を
考
察
し
て
い
る
。
将
軍
後
見
職
で
あ
る
慶
喜
が
、
勅

命
に
よ
る
攘
夷
実
行
を
回
避
し
よ
う
と
、
責
任
を
幕
府
有
司
に
転
嫁
し
な
が
ら
数
度
の
辞
表

を
提
出
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
緻
密
な
論
証
で
あ
り
、
慶
喜
の
政
治
的
性
格
を
窺
わ
せ

る
論
考
と
し
て
評
価
で
き
る
。
た
だ
し
一
会
桑
成
立
以
前
の
時
期
で
わ
ず
か
三
か
月
程
度
の
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検
討
で
あ
り
、
こ
の
論
考
を
本
論
文
の
主
題
で
あ
る
一
会
桑
の
問
題
に
如
何
に
繋
げ
て
い
く

の
か
、
本
論
文
の
中
で
位
置
づ
け
る
の
に
は
一
工
夫
必
要
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
、
一
会
桑
が
成
立
・
展
開
す
る
時
期
、
一
橋
家
に
お
い
て
情
報
収
集
、
諸
藩
士

や
朝
臣
と
の
折
衝
を
担
っ
た
用
談
所
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
用
談
所
の
調
方
頭
取
の
川

村
恵
十
郎
を
中
心
に
そ
の
動
向
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
用
談
所
に
当
主
慶
喜
に
直
接
上
申

す
る
権
限
が
な
く
、
側
近
で
あ
る
用
人
層
に
阻
ま
れ
、
活
動
の
成
果
を
慶
喜
の
政
治
行
動
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
会
桑
の
情
報
収
集
や
他
藩
・
廷

臣
と
の
折
衝
に
つ
い
て
は
、
会
津
藩
公
用
方
の
研
究
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
橋
徳
川
家
の

周
旋
活
動
を
解
明
し
た
貴
重
な
論
文
で
あ
り
、
一
方
で
用
談
所
の
意
見
が
用
人
に
阻
ま
れ
て

慶
喜
の
政
治
活
動
に
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
一
橋
徳
川
家
の
邸
政
構
造
の
指
摘
は
、
一
会

桑
の
政
治
活
動
を
考
え
る
う
え
で
今
後
の
検
討
が
必
要
な
問
題
と
い
え
る
。

　
第
Ⅱ
編
第
五
章
で
は
、
幕
末
の
軍
制
改
革
開
始
前
、
文
久
三
年
頃
の
軍
制
を
中
心
と
し
た

邸
臣
団
の
構
造
を
初
め
て
明
確
に
し
た
論
考
で
あ
り
、
諸
大
名
の
軍
制
と
比
較
し
な
が
ら
一

橋
徳
川
家
の
邸
臣
団
の
特
質
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
特
徴
と
し
て
足
軽
層
が
少
な
く
士
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分
の
禄
高
が
低
い
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
性
格
か
ら
後
に
領
知
か
ら
の
大
量
の
歩
兵
徴
発
お
よ

び
士
分
が
近
代
的
軍
制
の
士
官
へ
再
編
成
さ
れ
る
条
件
を
論
じ
、
軍
制
改
革
へ
の
前
提
を
提

示
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　
第
六
章
は
、
第
五
章
の
指
摘
を
考
察
し
、
歩
兵
の
徴
発
と
鉄
砲
組
・
大
砲
組
へ
の
編
成
を

中
心
と
し
た
軍
制
改
革
の
様
相
を
解
明
し
、
各
地
の
一
橋
家
領
知
か
ら
の
大
規
模
な
兵
卒
徴

発
に
つ
い
て
考
察
し
、
こ
の
軍
制
が
慶
喜
の
軍
事
力
強
化
に
つ
な
が
っ
た
と
結
論
づ
け
て
お

り
、
慶
喜
の
軍
事
力
に
言
及
し
た
数
少
な
い
論
文
と
い
え
る
。
さ
ら
に
七
章
で
は
、
関
東
に

お
い
て
渋
沢
篤
太
夫
（
栄
一
）
が
兵
卒
徴
発
の
中
心
に
お
り
、
在
野
の
有
志
の
登
用
も
行
わ

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
彼
ら
の
多
く
が
攘
夷
実
行
の
旗
手
と
し
て
の
慶
喜
に
、
大
き

な
期
待
を
寄
せ
る
草
莽
の
志
士
で
あ
る
と
と
も
に
、
慶
喜
の
徳
川
宗
家
相
続
に
よ
っ
て
一
橋

家
邸
臣
か
ら
幕
臣
に
編
入
さ
れ
て
い
く
過
程
は
興
味
深
い
。

　
第
八
章
で
は
、
彰
義
隊
の
結
成
の
中
核
と
な
っ
た
元
一
橋
家
邸
臣
が
、
従
来
か
ら
の
邸
臣

で
は
な
く
、
多
く
は
文
久
～
慶
応
期
に
新
規
に
登
用
さ
れ
た
草
莽
の
志
士
た
ち
で
あ
り
、
か

つ
彰
義
隊
が
、
一
橋
徳
川
家
を
媒
介
と
し
て
成
立
し
た
草
莽
集
団
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
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い
る
。
た
だ
幕
末
政
局
の
問
題
と
は
離
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
存
在
を
幕
末
政
局
に
如
何
に
位

置
づ
け
る
の
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
終
章
で
は
、
幕
末
期
の
一
橋
徳
川
家
の
機
構
が
慶
喜
の
政
治
行
動
を
忠
実
に
支
え
、
ま
た

直
属
軍
事
力
の
強
化
に
よ
っ
て
、
一
橋
慶
喜
の
有
力
な
権
力
基
盤
た
り
え
た
も
の
と
結
論
づ

け
、
今
後
の
展
望
を
提
起
し
て
お
り
、
一
橋
徳
川
家
の
邸
臣
の
構
造
と
、
そ
の
軍
事
力
の
分
析
、

徴
募
の
過
程
で
登
用
さ
れ
た
草
莽
の
士
を
考
察
し
た
論
文
と
し
て
筋
の
通
っ
た
結
論
と
な
っ

て
い
る
。

　
幕
末
政
局
の
研
究
で
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
一
会
桑
の
研
究
の
中
で
、
一
橋
慶
喜
の

権
力
基
盤
と
し
て
の
一
橋
徳
川
家
邸
臣
団
の
分
析
を
、
地
道
に
続
け
た
成
果
で
あ
り
、
今
後

の
研
究
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
た
だ
し
筆
者
自
身
の
展
望
に

あ
る
よ
う
に
、
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。

　
一
橋
徳
川
家
邸
臣
団
の
分
析
で
は
、
近
世
中
後
期
か
ら
幕
末
ま
で
の
幕
政
と
一
橋
徳
川
家

と
の
関
係
を
、
画
期
を
策
定
し
て
位
置
づ
け
れ
ば
、
邸
臣
団
の
構
造
と
変
容
が
明
確
に
な
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
一
橋
徳
川
家
の
軍
制
改
革
の
論
考
は
、
他
に
な
い
筆
者
の
成
果
で
あ
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る
が
、
軍
事
力
の
強
化
と
は
い
っ
て
も
本
陣
を
守
護
す
る
親
衛
隊
と
し
て
の
編
成
で
あ
っ
て
、

前
線
で
敵
と
戦
う
戦
闘
部
隊
で
は
な
い
。
こ
れ
を
軍
事
力
の
増
大
と
評
価
で
き
る
の
か
は
、

こ
れ
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
か
つ
、
一
橋
徳
川
家
の
軍
事
力
が
長
州
戦
争
を
契
機
に

確
立
し
た
と
い
う
が
、
一
会
桑
は
長
州
戦
争
の
終
息
に
む
け
た
対
立
で
崩
壊
し
て
い
く
と
さ

れ
て
お
り
、
一
会
桑
の
問
題
に
軍
事
力
を
如
何
に
位
置
づ
け
る
の
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
登
用
さ
れ
た
草
莽
の
士
が
、
一
橋
慶
喜
の
政
治
運
営
や
権
力
基
盤
に
位
置
づ
け
ら
れ

活
動
で
き
た
の
か
も
、
本
論
文
の
筋
道
を
考
え
れ
ば
今
後
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
以
上
の
問
題
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
一
橋
徳
川
家
の
邸
臣
団
の
構
造
と
軍
制
改
革
、
草

莽
の
士
の
登
用
・
編
成
を
考
察
し
、
慶
喜
の
権
力
基
盤
を
解
明
し
て
「
一
会
桑
」
研
究
に
新

た
な
問
題
を
提
起
し
た
意
義
は
大
き
い
。

　
よ
っ
て
本
論
文
の
筆
者
加
藤
弘
之
は
、
博
士(

歴
史
学)

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。
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令
和
二
年
十
二
月
二
十
七
日

主
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
根

　
岸

　
茂

　
夫

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
吉

　
岡

　
　
　
孝

　
㊞

　

副
　
査

　
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

　
　
箱

　
石

　
　
　
大

　
㊞
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